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(57)【要約】
　一実施形態において、システムは、それぞれが透過領
域、反射領域及びラッチ付駆動回路を有する、複数のピ
クセルを有するＬＣＤを備える。駆動回路は、ピクセル
の透過領域に接続された透過データ入力を有しており、
透過データ入力からの透過データ値を駆動するように及
び透過データ値に基づいて透過領域を透過表示状態に設
定するように構成された透過セクション及び、ピクセル
の反射領域に接続された(透過データ入力に独立な)反射
データ入力を有しており、反射データ入力からの反射デ
ータ値を駆動するように及び反射データ値に基づいて反
射領域を反射表示状態に設定するように構成された反射
セクションを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチモードディスプレイシステムにおいて、
　複数のピクセルを有し、前記複数のピクセルの第１のピクセルが第１の透過領域及び第
１の反射領域を有する、マルチモード液晶ディスプレイと、
　ラッチ付ピクセル駆動回路であって、
　　前記第１のピクセルの前記第１の透過領域に接続された第１の透過データ入力を有し
ており、前記第１の透過データ入力からの第１の透過データ値を駆動するように及び前記
第１の透過データ入力からの前記第１の透過データ値に基づいて前記第１の透過領域を第
１の透過表示状態に設定するように構成された、透過ラッチセクション、及び
　　前記第１のピクセルの前記第１の反射領域に接続された第１の反射データ入力を有し
ており、前記第１の反射データ入力からの第１の反射データ値を駆動するように及び前記
第１の反射データ入力からの前記第１の反射データ値に基づいて前記第１の反射領域を第
１の反射表示状態に設定するように構成された、反射ラッチセクション、
　を有し、
　　前記第１の透過データ値は複数の透過データ値からのデータ値であり、前記透過表示
状態は複数の透過表示状態からの表示状態であり、
　　前記第１の反射データ値は複数の反射データ値からのデータ値であり、前記反射表示
状態は複数の反射表示状態からの表示状態であり、
　　前記第１の透過データ入力は前記第１の反射データ入力に独立である、
ラッチ付ピクセル駆動回路と、
を備えることを特徴とするマルチモードディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記複数のピクセルが、第２の透過領域及び第２の反射領域を有する、異なる第２のピ
クセルを含み、
　前記透過ラッチセクションが、第２の透過データ入力からの第２の透過データ値を駆動
するように及び前記第２の透過データ入力からの前記第２の透過データ値に基づいて前記
第２の透過領域を第２の透過表示状態に設定するように構成され、
　前記反射ラッチセクションが、第２の反射データ入力からの第２の反射データ値を駆動
するように及び前記第２の反射データ入力からの前記第２の反射データ値に基づいて前記
第２の反射領域を第２の反射表示状態に設定するように構成され、
　前記第２の反射データ入力は前記第２の透過データ入力に独立である、
ことを特徴とする請求項１に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記第１の反射データ入力及び前記第２の反射データ入力がある時間の間同じ大域反射
データ値まで駆動されるように構成され、前記第１の反射領域及び前記第２の反射領域が
前記第１の反射データ入力及び前記第２の反射データ入力からの前記同じ大域反射データ
値に基づいて実質的に同時に同じ反射表示状態に遷移するように構成されることを特徴と
する請求項２に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項４】
　前記第１の反射データ入力がある時間の間第１の非大域反射データ値まで駆動されるよ
うに構成され、前記第２の反射データ入力が前記時間の間異なる第２の非大域反射データ
値まで駆動されるように構成され、前記第１の反射領域が前記第１の反射データ入力から
の前記第１の非大域反射データ値に基づいて前記時間内に反射表示状態に遷移するように
構成され、前記第２の反射領域が前記第２の反射データ入力からの前記第２の非大域反射
データ値に基づいて前記時間内に異なる反射表示状態に遷移するように構成されることを
特徴とする請求項２に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項５】
　前記第１の透過データ入力及び前記第２の透過データ入力がある時間の間同じ大域透過
データ値まで駆動されるように構成され、前記第１の透過領域及び前記第２の透過領域が



(3) JP 2011-529584 A 2011.12.8

10

20

30

40

50

前記第１の透過データ入力及び前記第２の透過データ入力からの前記同じ大域透過データ
値に基づいて実質的に同時に同じ透過表示状態に遷移するように構成されることを特徴と
する請求項２に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項６】
　前記第１の透過データ入力がある時間の間第１の非大域透過データ値まで駆動されるよ
うに構成され、前記第２の透過データ入力が前記時間の間異なる第２の非大域透過データ
値まで駆動されるように構成され、前記第１の透過領域が前記第１の透過データ入力から
の前記第１の非大域透過データ値に基づいて前記時間内に透過表示状態に遷移するように
構成され、前記第２の透過領域が前記第２の透過データ入力からの前記第２の非大域透過
データ値に基づいて前記時間内に異なる透過表示状態に遷移するように構成されることを
特徴とする請求項２に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項７】
　単一基本画素が前記第１のピクセル、前記第２のピクセル及び第３のピクセルを有し、
前記第３のピクセルが第３の透過領域及び第３の反射領域を有し、
　前記透過ラッチセクションが、第３の透過データ入力からの第３の透過データ値を駆動
するように及び前記第３の透過データ入力からの前記第３の透過データ値に基づいて前記
第３の透過領域を第３の透過表示状態に設定するように構成され、
　前記反射ラッチセクションが、第３の反射データ入力からの第３の反射データ値を駆動
するように及び前記第３の反射データ入力からの前記第３の反射データ値に基づいて前記
第３の反射領域を第３の反射表示状態に設定するように構成され、
　前記第３の反射データ入力は前記第１及び第２の反射データ入力に独立であり、
　前記第１，第２及び第３の反射データ入力は同じ反射データ値まで駆動され得る、
ことを特徴とする請求項２に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項８】
　前記複数の反射データ値が特定の反射データ値を含み、前記複数のピクセルの一ピクセ
ルにおける反射領域が反射データ入力からの前記特定の反射データ値に基づいて前記複数
の反射表示状態の内の黒色反射表示状態にあるように構成されることを特徴とする請求項
１に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項９】
　前記複数の反射データ値が特定の反射データ値を含み、前記複数のピクセルの一ピクセ
ルにおける反射領域が反射データ入力からの前記特定の反射データ値に基づいて前記複数
の反射表示状態の内の非黒色反射表示状態にあるように構成されることを特徴とする請求
項１に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項１０】
　前記複数の透過データ値が特定の透過データ値を含み、前記複数のピクセルの一ピクセ
ルにおける透過領域が透過データ入力からの前記特定の透過データ値に基づいて前記複数
の透過表示状態の内の黒色透過表示状態にあるように構成されることを特徴とする請求項
１に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項１１】
　前記複数の透過データ値が特定の透過データ値を含み、前記複数のピクセルの一ピクセ
ルにおける透過領域が透過データ入力からの前記特定の透過データ値に基づいて前記複数
の透過表示状態の内の非黒色透過表示状態にあるように構成されることを特徴とする請求
項１に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項１２】
　前記第１の透過領域が液晶材料の一部分、第１のコンデンサ、及び前記液晶材料の前記
部分によってある程度形成される第２のコンデンサを有し、前記第１のコンデンサ及び前
記第２のコンデンサが前記第１の透過データ入力からの前記第１の透過データ値に基づい
て充電状態に遷移するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のマルチモード
ディスプレイシステム。
【請求項１３】
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　前記第１の反射領域が液晶材料の一部分、第３のコンデンサ、及び前記液晶材料の前記
部分によってある程度形成される第４のコンデンサを有し、前記第３のコンデンサ及び前
記第４のコンデンサが前記第１の反射データ入力からの前記第１の反射データ値に基づい
て充電状態に遷移するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のマルチモード
ディスプレイシステム。
【請求項１４】
　前記複数の透過データ値が、特定の色についての複数の強度値を含むことを特徴とする
請求項１に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項１５】
　前記複数の反射データ値が、黒色及び白色を含む、複数の相異なるグレイスケール値を
含むことを特徴とする請求項１に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項１６】
　前記第１のピクセルがタイミング制御回路に接続され、前記第１の透過領域が第１の電
極層対及び前記第１の電極層対間の前記液晶層の第１の部分を有し、前記第１の反射領域
が第２の電極層対及び前記第２の電極層対間の前記液晶層の第２の部分を有し、前記第１
の電極層対及び前記第２の電極層対が前記タイミング制御回路からのタイミング制御信号
に基づいてリフレッシュされるように構成されることを特徴とする請求項１に記載のマル
チモードディスプレイシステム。
【請求項１７】
　前記タイミング制御回路からの前記タイミング制御信号が、１０Ｈｚ及び３００Ｈｚを
含む、１０Ｈｚ～３００Ｈｚの範囲にある周波数の信号であることを特徴とする請求項１
に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項１８】
　前記複数のピクセル内の２つ以上のピクセルが、基本画素として単一複合ピクセルを形
成することを特徴とする請求項１に記載のマルチモードディスプレイシステム。
【請求項１９】
　コンピュータにおいて、
　１つ以上のプロセッサ、及び
　前記１つ以上のプロセッサに接続されたマルチモードディスプレイシステムであって、
　　複数のピクセルを有し、前記複数のピクセルの第１のピクセルが第１の透過領域及び
第１の反射領域を有する、マルチモード液晶ディスプレイと、
　　ラッチ付ピクセル駆動回路であって、
　　　前記第１のピクセルの前記第１の透過領域に接続された第１の透過データ入力を有
しており、前記第１の透過データ入力からの第１の透過データ値を駆動するように及び前
記第１の透過データ入力からの前記第１の透過データ値に基づいて前記第１の透過領域を
第１の透過表示状態に設定するように構成された、透過ラッチセクション、及び
　　　前記第１のピクセルの前記第１の反射領域に接続された第１の反射データ入力を有
しており、前記第１の反射データ入力からの第１の反射データ値を駆動するように及び前
記第１の反射データ入力からの前記第１の反射データ値に基づいて前記第１の反射領域を
第１の反射表示状態に設定するように構成された、反射ラッチセクション、
　　を有し、
　　　前記第１の透過データ値は複数の透過データ値からのデータ値であり、
　　　前記透過表示状態は複数の透過表示状態からの表示状態であり、
　　　前記第１の反射データ値は複数の反射データ値からのデータ値であり、
　　　前記反射表示状態は複数の反射表示状態からの表示状態であり、
　　　前記第１の透過データ入力は前記第１の反射データ入力に独立である、
　ラッチ付ピクセル駆動回路と、
　を備える、マルチモードディスプレイシステム、
を備えることを特徴とするコンピュータ。
【請求項２０】
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　前記複数のピクセルが、第２の透過領域及び第２の反射領域を有する、異なる第２のピ
クセルを含み、
　前記透過ラッチセクションが、第２の透過データ入力からの第２の透過データ値を駆動
するように及び前記第２の透過データ入力からの前記第２の透過データ値に基づいて前記
第２の透過領域を第２の透過表示状態に設定するように構成され、
　前記反射ラッチセクションが、第２の反射データ入力からの第２の反射データ値を駆動
するように及び前記第２の反射データ入力からの前記第２の反射データ値に基づいて前記
第２の反射領域を第２の反射表示状態に設定するように構成され、
　前記第２の反射データ入力は前記第２の透過データ入力に独立である、
ことを特徴とする請求項１９に記載のコンピュータ。
【請求項２１】
　前記第１の反射データ入力及び前記第２の反射データ入力がある時間の間同じ大域反射
データ値まで駆動されるように構成され、前記第１の反射領域及び前記第２の反射領域が
前記第１の反射データ入力及び前記第２の反射データ入力からの前記同じ大域反射データ
値に基づいて実質的に同時に同じ反射表示状態に遷移するように構成されることを特徴と
する請求項２０に記載のコンピュータ。
【請求項２２】
　前記第１の反射データ入力がある時間の間第１の非大域反射データ値まで駆動されるよ
うに構成され、前記第２の反射データ入力が前記時間の間異なる第２の非大域反射データ
値まで駆動されるように構成され、前記第１の反射領域が前記第１の反射データ入力から
の前記第１の非大域反射データ値に基づいて前記時間内に反射表示状態に遷移するように
構成され、前記第２の反射領域が前記第２の反射データ入力からの前記第２の非大域反射
データ値に基づいて前記時間内に異なる反射表示状態に遷移するように構成されることを
特徴とする請求項２０に記載のコンピュータ。
【請求項２３】
　前記第１の透過データ入力及び前記第２の透過データ入力がある時間の間同じ大域透過
データ値まで駆動されるように構成され、前記第１の透過領域及び前記第２の透過領域が
前記第１の透過データ入力及び前記第２の透過データ入力からの前記同じ大域透過データ
値に基づいて実質的に同時に同じ透過表示状態に遷移するように構成されることを特徴と
する請求項２０に記載のコンピュータ。
【請求項２４】
　前記第１の透過データ入力がある時間の間第１の非大域透過データ値まで駆動されるよ
うに構成され、前記第２の透過データ入力が前記時間の間異なる第２の非大域透過データ
値まで駆動されるように構成され、前記第１の透過領域が前記第１の透過データ入力から
の前記第１の非大域透過データ値に基づいて前記時間内に透過表示状態に遷移するように
構成され、前記第２の透過領域が前記第２の透過データ入力からの前記第２の非大域透過
データ値に基づいて前記時間内に異なる透過表示状態に遷移するように構成されることを
特徴とする請求項２０に記載のコンピュータ。
【請求項２５】
　単一基本画素が前記第１のピクセル、前記第２のピクセル及び第３のピクセルを有し、
前記第３のピクセルが第３の透過領域及び第３の反射領域を有し、
　前記透過ラッチセクションが、第３の透過データ入力からの第３の透過データ値を駆動
するように及び前記第３の透過データ入力からの前記第３の透過データ値に基づいて前記
第３の透過領域を第３の透過表示状態に設定するように構成され、
　前記反射ラッチセクションが、第３の反射データ入力からの第３の反射データ値を駆動
するように及び前記第３の反射データ入力からの前記第３の反射データ値に基づいて前記
第３の反射領域を第３の反射表示状態に設定するように構成され、
　前記第３の反射データ入力は前記第１及び第２の反射データ入力に独立であり、
　前記第１，第２及び第３の反射データ入力は同じ反射データ値まで駆動され得る、
ことを特徴とする請求項１９に記載のコンピュータ。
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【請求項２６】
　前記複数の反射データ値が特定の反射データ値を含み、前記複数のピクセルの一ピクセ
ルにおける反射領域が反射データ入力からの前記特定の反射データ値に基づいて前記複数
の反射表示状態の内の黒色反射表示状態にあるように構成されることを特徴とする請求項
１９に記載のコンピュータ。
【請求項２７】
　前記複数の反射データ値が特定の反射データ値を含み、前記複数のピクセルの一ピクセ
ルにおける反射領域が反射データ入力からの前記特定の反射データ値に基づいて前記複数
の反射表示状態の内の非黒色反射表示状態にあるように構成されることを特徴とする請求
項１９に記載のコンピュータ。
【請求項２８】
　前記複数の透過データ値が特定の透過データ値を含み、前記複数のピクセルの一ピクセ
ルにおける透過領域が透過データ入力からの前記特定の透過データ値に基づいて前記複数
の透過表示状態の内の黒色透過表示状態にあるように構成されることを特徴とする請求項
１９に記載のコンピュータ。
【請求項２９】
　前記複数の透過データ値が特定の透過データ値を含み、前記複数のピクセルの一ピクセ
ルにおける透過領域が透過データ入力からの前記特定の透過データ値に基づいて前記複数
の透過表示状態の内の非黒色透過表示状態にあるように構成されることを特徴とする請求
項１９に記載のコンピュータ。
【請求項３０】
　前記第１の透過領域が液晶材料の一部分、第１のコンデンサ、及び前記液晶材料の前記
部分によってある程度形成される第２のコンデンサを有し、前記第１のコンデンサ及び前
記第２のコンデンサが前記第１の透過データ入力からの前記第１の透過データ値に基づい
て充電状態に遷移するように構成されることを特徴とする請求項１９に記載のコンピュー
タ。
【請求項３１】
　前記第１の反射領域が液晶材料の一部分、第３のコンデンサ、及び前記液晶材料の前記
部分によってある程度形成される第４のコンデンサを有し、前記第３のコンデンサ及び前
記第４のコンデンサが前記第１の反射データ入力からの前記第１の反射データ値に基づい
て充電状態に遷移するように構成されることを特徴とする請求項１９に記載のコンピュー
タ。
【請求項３２】
　前記複数の透過データ値が、特定の色についての複数の強度値を含むことを特徴とする
請求項１９に記載のコンピュータ。
【請求項３３】
　前記複数の反射データ値が、黒色及び白色を含む、複数の相異なるグレイスケール値を
含むことを特徴とする請求項１９に記載のコンピュータ。
【請求項３４】
　前記第１のピクセルがタイミング制御回路に接続され、前記第１の透過領域が第１の電
極層対及び前記第１の電極層対間の前記液晶層の第１の部分を有し、前記第１の反射領域
が第２の電極層対及び前記第２の電極層対間の前記液晶層の第２の部分を有し、前記第１
の電極層対及び前記第２の電極層対が前記タイミング制御回路からのタイミング制御信号
に基づいてリフレッシュされるように構成されることを特徴とする請求項１９に記載のコ
ンピュータ。
【請求項３５】
　前記タイミング制御回路からの前記タイミング制御信号が、１０Ｈｚ及び３００Ｈｚを
含む、１０Ｈｚ～３００Ｈｚの範囲にある周波数の信号であることを特徴とする請求項１
９に記載のコンピュータ。
【請求項３６】



(7) JP 2011-529584 A 2011.12.8

10

20

30

40

50

　前記複数のピクセル内の２つ以上のピクセルが、基本画素として単一複合ピクセルを形
成することを特徴とする請求項１９に記載のコンピュータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は全般的にはディスプレイに関する。さらに詳しくは、本開示は液晶ディスプレ
イ(ＬＣＤ)に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本節に説明される手法は、遂行され得たであろう手法であるが、必ずしも以前に考えら
れたかまたは遂行された手法ではない。したがって、そうではないことが示されない限り
、本節に説明される手法のいずれも、それぞれが本節に包含されることにより、従来技術
として見なされるに過ぎない。
【０００３】
　半透過型ＬＣＤでは、反射周囲光及び透過バックライトのいずれもがピクセルに表され
るような色に寄与し得る。ピクセルの反射領域によって生じる色は低彩度色を生じさせる
ことができ、ピクセルの透過領域は忠実な色を与えることができる。反射領域及び透過領
域の両者からの色を合わせると、輝度、解像度及び易読性が高められた、忠実度が高い色
を得ることができる。しかし、周囲光が強い場合は(例えば、明るい室内光においてまた
は太陽の下の屋外では)、反射領域からの低彩度色が強すぎて、反射領域及び透過領域の
両者によってつくられる色の全体的な忠実度に影響を与え得る。この結果、明光条件にお
いてはカラー画像及びカラービデオの品質及び忠実度に問題が生じ得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、半透過型ＬＣＤにおける色の忠実度を周囲光の強弱にかかわらず維持
するための手段を提供することである。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１はＬＣＤのピクセルの断面の略図である。
【図２】図２は４つのコンデンサによってピクセルを駆動する一例の回路の一部を示す。
【図３】図３は２つのトランジスタによってピクセルを駆動する一例の回路の一部を示す
。
【図４】図４はラッチ付ピクセル駆動回路の一例を示す。
【図５】図５は、ピクセルの反射領域が「オフ」にされている、一例の動作モードにある
ＬＣＤを示す。
【図６】図６は、それぞれのピクセルの反射領域が透過領域と同等に駆動されている、一
例の動作モードにあるＬＣＤを示す。
【図７】図７は低フィールドレートモードで動作できる能力を備えるＬＣＤについての一
例のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本発明の様々な実施形態を以下で、同様の参照符号が同様の要素を表し、本発明を限定
するためではなく説明するために与えられる、添付図面とともに説明する。
【０００７】
　１.全般的概要
　一実施形態において、３モードＬＣＤは周囲光の下でいかなる彩度も与え、単色反射モ
ード及び全彩度透過モードを与える。
【０００８】
　いくつかの実施形態において、マルチモードディスプレイシステムは複数のピクセルを
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有するマルチモード液晶ディスプレイを備える。複数のピクセルの一ピクセルは透過領域
及び反射領域を有する。
【０００９】
　マルチモードディスプレイシステムはラッチ付ピクセル駆動回路を備える。ラッチ付ピ
クセル駆動回路は、それぞれのピクセルの透過領域に接続された透過データ入力を有して
おり、透過データ入力からの透過データ値を駆動するように及び透過データ値に基づいて
ピクセルの透過領域を透過表示状態に設定するように構成された、透過ラッチセクション
を有する。
【００１０】
　ラッチ付ピクセル駆動回路は、それぞれのピクセルの反射領域に結合された反射データ
入力を有しており、反射データ入力からの反射データ値を駆動するように及び反射データ
値に基づいてピクセルの反射領域を反射表示状態に設定するように構成された、反射ラッ
チセクションを有する。
【００１１】
　いくつかの実施形態において、透過データ値は複数の透過データ値から与えられる。透
過表示状態は複数の透過表示状態からの表示状態である。同様に、反射データ値は複数の
反射データ値からの値である。反射表示状態は複数の反射表示状態からの表示状態である
。ピクセルの透過領域の透過データ入力はピクセルの反射領域への反射データ入力に独立
である。そのようなデータ入力のそれぞれは相異なる値に設定されてもされなくても差し
支えない。
【００１２】
　複数の反射データ値からの値に基づいて、ピクセルの反射領域は黒色反射表示状態また
は非黒色反射表示状態に設定することができる。複数の透過データ値からの値に基づいて
、ピクセルの透過領域は黒色透過表示状態または非黒色透過表示状態に設定することがで
きる。
【００１３】
　いくつかの実施形態において、本明細書に説明されるようなピクセルに適用される手法
は、サブピクセルに適用するかまたはサブピクセルとともに用いることができる。本開示
においては全体として、用語「ピクセル」はサブピクセルに相当し得る。例えば、本明細
書に説明されるような２つ以上のピクセルは基本画素としての単一複合ピクセルを形成す
ることができる。これらの実施形態のいくつかにおいては、本明細書に説明されるような
ピクセルの３つを３つのサブピクセルとして用いることができ、それぞれのサブピクセル
は相異なる色を生じるように割り当てられる。すなわち、３つのサブピクセルは単一複合
ピクセル及び単画素と見なすことができる。
【００１４】
　一実施形態において、マルチモードディスプレイは、ピクセルの反射領域及び透過領域
の両者に同等のデータ入力値が与えられる透過モードで動作することができる。
【００１５】
　一実施形態において、それぞれのピクセル(または、そのように用いられていればそれ
ぞれのサブピクセル)は、それぞれのピクセルの反射領域は黒色に見え、それぞれのピク
セルの透過領域は画像データで駆動され得るように、(同等の反射データ入力値によって)
同等の電場状態に駆動され得る。すなわち、明るい周囲光はディスプレイの色忠実度に影
響しない。
【００１６】
　一実施形態において、本明細書に説明されるようなマルチモードＬＣＤは、ラップトッ
プコンピュータ、ノートブックコンピュータ、電子書籍(ｅブック)、セル式携帯電話及び
ネットブックコンピュータを含むがこれらには限定されない、コンピュータデバイスまた
はその他のエレクトロニクス装置の一部をなす。
【００１７】
　様々な実施形態は、マルチモード、単色反射モード及び色透過モードで機能することが
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できる液晶ディスプレイ(ＬＣＤ)に関する。本明細書に説明される好ましい実施形態並び
に包括的な原理及び特徴への様々な改変が当業者には容易に明らかであろう。したがって
、本開示は示される実施形態への限定を目的としておらず、本明細書に説明される原理及
び特徴との齟齬が生じない最も広い範囲に適合されるべきである。
【００１８】
　２.構造概要
　図１はＬＣＤのピクセル１００の断面の略図である。ピクセル１００は、液晶材料１０
４，スイッチング素子を含むピクセル電極(または第１の電極層)１０６，共通電極(また
は第２の電極層)１０８，電極１０６の一方の側に配置される第１の反射層１６０，電極
層１０６の他方の側に配置される第２の反射層１５０，透過領域１１２，第１及び第２の
基板層１１６，スペーサ１１８ａ及び１１８ｂ，第１の偏光層１２０及び第２の偏光層１
２２を有する。
【００１９】
　一実施形態において、第１及び第２の反射層１６０及び１５０は、透過領域１１２上に
開口を有する。第２の反射層１５０の表面は表面の左側から入射する光を反射するために
用いることができる。一実施形態において、光源１０２あるいは周囲光１２４がピクセル
１００を照明する。光源１０２の例には、発光ダイオード(ＬＥＤ)バックライト、冷陰極
蛍光灯(ＣＣＦＬ)バックライト、等があるがこれらには限定されない。周囲光１２４は太
陽光またはいずれかの外部光源であり得る。一実施形態において、必要に応じて能動材料
である、液晶材料１０４は、光源１０２または周囲光１２４からの光の偏光軸を回転させ
る。液晶材料１０４は、ツイステッドネマチック(ＴＮ)材料、電気制御型複屈折(ＥＣＢ)
材料、等とすることができる。一実施形態において、光の偏光方位の回転はピクセル電極
１０６と共通電極４０８の間に印加される電位差によって決定される。一実施形態におい
て、ピクセル電極１０６及び共通電極１０８は酸化インジウムスズ(ＩＴＯ)でつくること
ができる。さらに、それぞれのピクセルにピクセル電極１０６が設けられるが、共通電極
１０８はＬＣＤに存在する全てのピクセルに共通である。
【００２０】
　一実施形態において、反射領域１１０は導電性であって、周囲光１２４を反射してピク
セル１００を照明する。第１の反射層１６０は金属でつくられてピクセル電極１０６に電
気的に接続され、よって反射領域１１０と共通電極１０８の間に電位差を与える。透過領
域１１２は光源１０２からの光を透過させてピクセル１００を照明する。基板１１４及び
１１６が液晶材料１０４，ピクセル電極１０６及び共通電極１０８を封入する。一実施形
態において、ピクセル電極１０６は基板１１４に配置され、共通電極１０８は基板１１６
に配置される。さらに、基板１１４及びピクセル電極層は(図１には示されていない)スイ
ッチング素子を含む。一実施形態において、スイッチング素子は薄膜トランジスタである
(ＴＦＴ)。別の実施形態において、スイッチング素子は低温ポリシリコンとすることがで
きる。
【００２１】
　ラッチ付ピクセル駆動回路４００の一部とするかまたはそれに付加することができるド
ライバ回路１３０が、ピクセル値に関する信号をスイッチング素子に送る。一実施形態に
おいて、ドライバ回路１３０は低電圧差動信号(ＬＶＤＳ)ドライバを用いる。別の実施形
態において、電圧の増大及び低下のいずれも検知するトランジスタ-トランジスタ-ロジッ
ク(ＴＴＬ)インターフェースがドライバ回路１３０に用いられる。さらに、タイミングコ
ントローラ１４０が、ピクセル値に関する信号(例えば、先に説明したような透過データ
入力値)をエンコードしてピクセルの透過領域に必要な信号にし、ピクセル値に関する信
号(例えば、先に説明したような反射データ入力値)をエンコードしてピクセルの反射領域
に必要な信号にする。さらに、タイミングコントローラ１４０は、ピクセルに関する信号
がタイミングコントローラ１４０から取り去られたときに、ＬＣＤのセルフリフレッシュ
を可能にするメモリを有する。
【００２２】
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　一実施形態において、基板１１４と１１６の間隔を一様に保つためにスペーサ１１８ａ
及び１１８ｂが反射領域１１０に重ねて配置される。さらに、ピクセル１００は第１の偏
光子１２０及び第２の偏光子１２２を有する。一実施形態において、第１の偏光子１２０
と第２の偏光子１２２の偏光軸は互いに直交する。別の実施形態において、第１の偏光子
１２０と第２の偏光子１２２の偏光軸は互いに平行である。
【００２３】
　ピクセル１００は光源１０２または周囲光１２４によって照明される。ピクセル１００
を通過する光の強度はピクセル電極１０６と共通電極１０８の間の電位差によって決定さ
れる。一実施形態において、ピクセル電極１０６と共通電極１０８の間に電位差が印加さ
れていないときには、液晶材料１０４は配向されていない状態にあり、第１の偏光子１２
０を通過した光は第２の偏光子１２２によって遮断される。ピクセル電極１０６と共通電
極１０８の間に電位差が印加されているときには、液晶材料１０４は方位が配向されてい
る。液晶材料１０４の配向により光の第１の偏光子１２２の通過が可能になる。
【００２４】
　一実施形態において、第１の反射層１６０は電極１０６の一方の側の上に配置され、第
２の反射層１５０は電極１０６の他方の側の上に配置することができる。第２の反射層１
５０は金属でつくることができ、(図１の左側から入射する)光１２６を、透過領域１１２
を透過してピクセル１００を照明するまでに１回以上の回数、反射するかまたははね返す
ことができる。
【００２５】
　明確な例を説明する目的のために、直線は周囲光１２４及び光源１０２からの光１２６
の光路セグメントを示す。光路セグメントのそれぞれは、光１２４，１２６が屈折率が異
なる媒質の間の連接部を通って進むときにおこり得る回折による曲りをさらに有すること
があり得る。
【００２６】
　明確な例を説明する目的のために、２つのスペーサ１１８ａ及び１１８ｂを有するピク
セル１００が示される。様々な実施形態において、２つの隣り合うスペーサを、１つ以上
のピクセル毎に、１０ピクセル毎に、２０ピクセル毎に、１００ピクセル毎に、または別
の数のピクセル毎に、隔てて配置することができる。
【００２７】
　３.機能概要
　図２は４つのコンデンサを介してピクセルを駆動する一例の回路の一部を示す。ピクセ
ル１００は透過領域１１２及び反射領域１１０を有する。
【００２８】
　一実施形態において、透過領域１１２の表示状態は、第１及び第２のコンデンサ２１４
及び２１８を有する回路部分２１０によってある程度制御することができる。一実施形態
において、第１のコンデンサ２１４は透過領域１１２にある液晶材料部分によって隔てら
れた２つの電極(または導電体)で形成され、そのコンデンサンスはその液晶材料部分から
得られる。一実施形態において、第２のコンデンサンス２１８は第１のコンデンサを安定
充電状態に保つに役立つストレージコンデンサであり、ピクセル構造に挿入された薄膜層
の一部によってある程度形成される。いくつかの実施形態において、マルチモードＬＣＤ
を単色反射モードで動作させる場合、第１のコンデンサ２１４は、透過領域１１２を真黒
に見せるかまたは別の特定の輝度レベルで見えるようにする充電状態におくことができる
。そのような充電状態においては、第１及び第２のコンデンサ２１４及び２１８により、
透過領域１１２にある液晶材料部分にわたって０，２.５，５または別の値の電圧を維持
することができる。第１及び第２のコンデンサ２１４及び２１８は並列に接続され、充放
電サイクルにおいて点２２２及び２２８で同じ電源またはドレインに接続することができ
る。
【００２９】
　一実施形態において、反射領域１１０の表示状態は、第３及び第４のコンデンサ２１６
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及び２２０を有する回路部分２１２によってある程度制御することができる。一実施形態
において、第３のコンデンサ２１６は反射領域１１０にある液晶材料部分によって隔てら
れた２つの電極(または導電体)で形成され、そのコンデンサンスはその液晶材料部分から
得られる。一実施形態において、第４のコンデンサンス２２０は第３のコンデンサを安定
充電状態に保つに役立つストレージコンデンサであり、ピクセル構造に挿入された薄膜層
の別の一部によってある程度形成される。例えば、いくつかの実施形態において、マルチ
モードＬＣＤを単色反射モードで動作させる場合、第３のコンデンサ２１６は、反射領域
１１０を真黒に見せるかまたは別の特定の輝度レベルで見えるようにする充電状態におく
ことができる。そのような充電状態においては、第３及び第４のコンデンサ２１６及び２
２０により、反射領域１１０にある液晶材料部分にわたって０，２.５，５または別の値
の電圧を維持することができる。第３及び第４のコンデンサ２１６及び２２０は並列に接
続され、充放電サイクルにおいて点２２４及び２２６で同じ電源またはドレインに接続す
ることができる。
【００３０】
　反射領域１１０及び透過領域１１２はそれぞれ別のコンデンサに接続されるから、反射
領域１１０及び透過領域１１２を独立の表示状態におくためにラッチ付ピクセル駆動回路
４００がこれらの別々のコンデンサを用いることができる。例えば、第３のコンデンサ２
１６にかけて特定の電圧を保持することで反射領域１１０を真黒にすることができ、画像
データからピクセル値を読み取ることができる第１のコンデンサにかけて別の電圧を保持
することで透過領域１１２を画像データによって駆動して特定の色にすることができる。
同様の態様で、透過領域１１２を真黒にすることができ、同時に反射領域１１０を画像デ
ータによって駆動して特定のグレイスケール値にすることができる。さらに及び／または
あるいは、反射領域１１０及び透過領域１１２はともに、様々な実施形態において、コン
デンサを同じかまたは異なる電圧に保持することによって同じ画像データで駆動すること
ができる。
【００３１】
　図３は２つのトランジスタを用いてピクセルを駆動する一例の回路の一部を示す。
【００３２】
　一実施形態において、回路部分２１０は第１及び第２のコンデンサ２１４及び２１８に
加えてトランジスタ３１０をさらに有する。コンデンサ２１４及び２１８の一端子はトラ
ンジスタ３１０の接合３１４を介して電源またはドレインに接続される。いくつかの実施
形態において、第１及び第２のコンデンサ２１４及び２１８の充電または放電はトランジ
スタ３１０に相異なるゲート電圧を印加することで制御される。例えば、コンデンサ２１
４及び２１８が充電または放電されるべきである場合、ほぼゼロであるかまたは極めて低
い抵抗値による、コンデンサの接合２１４を介する電源またはドレインへの接続を可能に
するように、ゲート電圧をトランジスタ３１０のゲート接合に印加することができる。コ
ンデンサ２１４及び２１８がある特定の電圧レベルにある現時点の充電状態を維持すべき
である場合、コンデンサ２１４及び２１８の充電または放電を防止するかまたは緩めるた
めに、コンデンサ２１４及び２１８が実効的に接合３１４から切り離されるかまたは極め
て高い抵抗値を通してしか接続されないように、トランジスタ３１０のゲート接合に異な
る電圧を印加することができる。
【００３３】
　一実施形態において、回路部分２２６は第３及び第４のコンデンサ２１６及び２２０に
加えてトランジスタ３１２をさらに有する。コンデンサ２１６及び２２０の一端子はトラ
ンジスタ３１２の接合３１６を介して電源またはドレインに接続される。いくつかの実施
形態において、第３及び第４のコンデンサ２１６及び２２０の充電または放電はトランジ
スタ３１２に相異なるゲート電圧を印加することで制御することができる。例えば、コン
デンサ２１６及び２２０が充電または放電されるべきである場合、ほぼゼロであるかまた
は極めて低い抵抗値による、コンデンサの接合３１６を介する電源またはドレインへの接
続を可能にするように、ゲート電圧をトランジスタ３１２のゲート接合に印加することが
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できる。コンデンサ２１６及び２２０がある特定の電圧レベルにある現時点の充電状態を
維持すべきである場合、コンデンサ２１４及び２１８の充電または放電を防止するかまた
は緩めるために、コンデンサ２１６及び２２０が実効的に接合３１６から切り離されるか
または極めて高い抵抗値を通してしか接続されないように、トランジスタ３１２のゲート
接合に異なる電圧を印加することができる。
【００３４】
　図４はラッチ付ピクセル駆動回路４００の一例を示す。いくつかの実施形態において、
画像データに基づいて生成される信号４０２を用いて伝えられるピクセル値は、第１の回
路列４０４及び第２の回路列４０６を通してピクセルに与えられる。第１の列４０４から
の信号はピクセル１００のようなピクセルの透過領域１１２の透過スイッチング素子４０
８を駆動し、第２の列４０６からの信号はピクセル１００のようなピクセルの反射領域１
１０の反射スイッチング素子４１０を駆動するために用いられる。半透過型モードにおい
ては、同じ信号４０２がピクセル１００に対して回路列４０４及び４０６のいずれにも存
在し得る。すなわち、透過領域１１２及び反射領域１１０のそれぞれのスイッチング素子
４０８及び４１０は信号４０２によって伝えられる同じ信号値によって駆動され得る。
【００３５】
　いくつかの実施形態において、ラッチ付ピクセル駆動回路４００は反射スイッチング素
子４１０を透過スイッチング素子４０８とは独立に駆動するために用いられる。ラッチ付
ピクセル駆動回路４００は、透過ラッチ回路セクション４３０及び反射ラッチ回路セクシ
ョン４３２を(物理的である必要はなく、２つの回路セクションが共通の回路素子を共有
できるように)論理的に有することができる。透過ラッチ回路セクションは第１の回路行
４２０，第１の回路列４０４及びそれぞれの回路行及び回路列に関係する回路素子を有す
る。反射ラッチ回路セクションは第２の回路行４２２，第２の回路列４０６及びそれぞれ
の回路行及び回路列に関係する回路素子を有する。
【００３６】
　第１の回路行４２０はピクセル１００の透過領域１１２における、トランジスタ３１０
，第１のコンデンサ２１４及び第２のコンデンサ２１８の状態を制御するように構成する
ことができる。例えば、第１の回路行４２０は、第１のコンデンサ２１４及び第２のコン
デンサ２１８を特定の電圧に設定し、透過スイッチング素子４０８に第１の回路列４０４
上の信号を無視させるように、構成することができる、この特定の電圧に基づいて、全て
の透過領域１１２を同じ表示状態に設定することができる。
【００３７】
　独立に、第２の回路行４２２はピクセル１００の反射領域１１０における、トランジス
タ３１２，第３のコンデンサ２１６及び第４のコンデンサ２２０の状態を制御するように
構成することができる。例えば、第２の回路行４２２は、第３のコンデンサ２１６及び第
４のコンデンサ２２０を特定の電圧に設定し、反射スイッチング素子４１０に第２の回路
列４０６上の信号を無視させるように、構成することができる、この特定の電圧に基づい
て、全ての反射領域１１０を同じ表示状態に設定することができる。
【００３８】
　明確な例を説明する目的のために、図４のラッチ付ピクセル駆動回路４００はピクセル
の反射領域及び透過領域を別個に制御する。別のラッチ付ピクセル駆動回路及び別の構成
を用いることができる。例えば、ピクセルのスイッチング素子にピクセル値(またはその
一部)を表す駆動信号を無視させる代わりに、信号４０２のような信号は、オフに切り換
えられ得る、切換え信号とすることができる。また、ピクセルの透過領域及び反射領域の
表示状態の制御に役立たせるために４つのコンデンサ及び２つのトランジスタを用いる代
わりに、数が異なるかまたはタイプが異なる電気素子を、透過領域及び反射領域を別々の
表示状態におくために用いることができる。すなわち、様々な実施形態において、ピクセ
ルの反射領域及び透過領域を別々に制御する、上記及びその他の態様を用いることができ
る。
【００３９】
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　それぞれのピクセル１００の反射領域１１０のスイッチング素子は、対応する回路行と
回路列の組合せから入力されるデータ値の形態の、専用反射データ入力を受け取ることが
でき、それぞれのピクセル１００の透過領域１１２の別のスイッチング素子は、別の対応
する回路行と回路列の組合せから入力される別のデータ値の形態の、別の専用透過データ
入力を受け取ることができる。
【００４０】
　ラッチ付ピクセル駆動回路４００からの反射データ入力は様々な反射データ値で反射ス
イッチング素子を駆動して、反射スイッチング素子を様々な反射表示状態に入れることが
できる。一実施形態において、様々な反射状態は、色値、グレイスケール値または輝度に
関係する。同じスイッチング素子をある時間同じ大域反射データ値で駆動し、よって反射
領域を同じ大域反射データ値に基づいて実質的に同時に同じ反射表示状態にすることもで
きる。この文脈において、「実質的に同時に」は一般に０.１秒未満を意味する。
【００４１】
　ラッチ付ピクセル駆動回路４００からの半透過型データ入力は、様々な半透過型データ
値によって半透過型スイッチング素子を駆動し、よってそれぞれの半透過型スイッチング
素子を、色値、グレイスケール値または輝度に関係する様々な半透過型表示状態におくこ
とができる。これらの同じスイッチング素子をある時間同じ大域半透過型データ値で駆動
し、よって半透過型領域を同じ大域半透過型データ値に基づいて実質的に同時に同じ半透
過型表示状態にすることもできる。
【００４２】
　図５は、ピクセルの反射領域がオフにされている、一例の動作モードにあるＬＣＤ５１
０を示す。太陽のような周囲光源５１２が明光状態を提供することができる。ＬＣＤが半
透過型状態で動作していれば、強い周囲光はＬＣＤ５１０の反射領域２１２において甚大
な彩度低下を生じさせ得る。ＬＣＤ５１０の透過領域２１０は適切な彩度の色を提供し得
るが、ＬＣＤ５１０全体は、ＬＣＤ５１０の反射領域２１２における彩度低下に影響され
るから忠実度が劣るカラー画像を提供することになり得る。本明細書に説明されるような
マルチモードＬＣＤ５１０は反射領域２１２を透過領域２１０とは別に制御することがで
きる。例えば、反射領域２１２を真黒色のような適切な表示状態におくことができ、同時
に透過領域２１０を画像データに基づいて高忠実度画像を生成するために用いることがで
きる。
【００４３】
　図６は、様々な実施形態において、反射領域がそれぞれのピクセルの透過領域と同等に
駆動されている、一例の動作モードにあるＬＣＤ６１０を示す。周囲光はカラー画像の甚
大な彩度低下を生じさせるほど明るくはない。そのような状況において、太陽のような光
源５１２からの周囲光はＬＣＤ６１０の液晶材料を反射によって照明するための追加光を
提供し得る。バックライト源及び周囲光の両者からの光は周囲光がない場合よりも高品質
の画像を提供することができる。本明細書に説明されるようなマルチモードＬＣＤ６１０
は反射領域２１２を透過領域２１０とは別に制御することができる。例えば、反射領域２
１２は透過領域２１０で受け取られる画像データと同じ画像データを受け取るようにする
ことができる。反射領域２１２及び透過領域２１０のいずれも、同じ画像データに基づい
て高忠実度画像を生成するために用いることができる。
【００４４】
　４.駆動信号手法
　いくつかの実施形態において、本明細書に説明されるようなマルチモードＬＣＤのピク
セル１００は、標準カラーピクセルにおけるサブピクセルと同様の態様において、色透過
モードで用いることができる。例えば、３つのピクセル１００で単一の複合ピクセルを形
成することができ、複合ピクセルにおいて指定された赤成分、緑成分及び青成分の色をつ
くるために、ＲＧＢ値を表す多ビット信号(例えば２４ビット信号)によってこの３つのピ
クセルを電気的に駆動することができる。
【００４５】
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　一実施形態において、本明細書に説明されるようなピクセル１００は白黒反射モードに
おいて白黒ピクセルとして用いることができる。いくつかの実施形態において、マルチモ
ードＬＣＤの複合ピクセルの３つのピクセル１００は、ピクセルを黒色または白色にする
ために単一１ビット信号によって個別に、または交互に一括して、電気的に駆動すること
ができる。いくつかの実施形態において、マルチモードＬＣＤの複合ピクセルのピクセル
１００のそれぞれが、それぞれのピクセル１００を黒色または白色にするため、個別に、
異なる１ビット信号によって電気的に駆動することができる。これらの実施形態において
は、(１)色透過モードにおける多ビット信号に比べて１ビット信号を使用する、及び／ま
たは(２)主光源として周囲光を用いる、ことによって電力消費が極めて大きく低減される
。さらに、それぞれのピクセル１００を個別に異なるビット値によって駆動することがで
き、それぞれのピクセル１００がディスプレイ(または画素)の独立ユニットである、白黒
反射モードにおいて、そのような動作モードにおけるＬＣＤの解像度は、複数のピクセル
１００からなる複合ピクセルがディスプレイの独立ユニットとして用いられる他のモード
で動作しているＬＣＤの解像度の３倍の高さにすることができる。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、本明細書に説明されるようなピクセル１００はグレイス
ケールピクセルとして(例えば、２ビット、４ビットまたは６ビットのグレイレベル反射
モードで)用いることができる。いくつかの実施形態においては、３つのピクセルでマル
チモードＬＣＤの単一複合ピクセルを形成することができ、複合ピクセルでグレイスケー
ルを表すためにその３つのピクセルを一括して単一多ビット信号で電気的に駆動すること
ができる。いくつかの実施形態において、マルチモードＬＣＤの複合ピクセルのピクセル
１００のそれぞれは個別に、それぞれのピクセルでグレイスケール値を表すために、相異
なる多ビット信号で電気的に駆動することができる。白黒反射モードと同様に、相異グレ
イレベル反射モードのそのような実施形態においては、(１)色透過モードにおける多ビッ
ト信号に比べてビット数が少ない信号を使用する、及び／または(２)主光源として周囲光
を用いる、ことによって電力消費が極めて大きく低減される。さらに、それぞれのピクセ
ル１００を個別に相異なるビット値で駆動することができ、それぞれのピクセル１００が
ディスプレイの独立ユニットである、グレイレベル動作モードにおいて、そのような動作
モードにおけるＬＣＤの解像度は、複数のピクセル１００からなる複合ピクセルがディス
プレイの独立ユニットとして用いられる他のモードで動作しているＬＣＤの解像度の３倍
の高さにすることができる。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、信号は、駆動すべき動作モード及び対応する解像度をデ
ィスプレイドライバに指令するビデオ信号にエンコードすることができる。低電力モード
に入るようにディスプレイに通知するための別の信号線を用いることができる。
【００４８】
　５.低フィールドレート動作
　いくつかの実施形態において、電力消費を低減するために低フィールドレートを用いる
ことができる。いくつかの実施形態において、マルチモードＬＣＤのための、本明細書に
説明されるラッチ付駆動回路４００の一部とするか、あるいはラッチ付駆動回路４００に
付け加えることができる、ドライバＩＣを低速液晶とともにはたらかせることができ、ド
ライバＩＣはピクセルにおける電荷の長時間保持を可能にするエレクトロニクスを有する
ことができる。いくつかの実施形態において、図１の金属層１１０，１５０及び酸化物層
が電荷を保持するための付加コンデンサとしてはたらくことができる。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、厚ＬＣ材料と称される、Δｎ値が高い液晶材料１０４の
層を用いることができる。例えば、Δｎ＝０.２５のＬＣ材料を用いることができる。そ
のような厚液晶は低フィールドレートで状態が切り換わることができ、低スイッチング周
波数においてさえ、高電圧保持比及び長寿命を有することができる。一実施形態において
、メルク(Merck)社から市販されている５ＣＢ液晶材料を用いることができる。
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【００５０】
　図７は、マルチモードＬＣＤ７０６が低フィールドレートにおいてフリッカレスで動作
する、一例の構成を示す。ＣＰＵ(またはコントローラ)７０８を含むチップセット７０２
が、ＬＣＤドライバＩＣ７０４の、本明細書に説明されるラッチ付ピクセル駆動回路４０
０の一部とするかまたはラッチ付ピクセル駆動回路４００に付け加えることができる、タ
イミング制御ロジック７１０に第１のタイミング制御信号７１２を出力することができる
。タイミング制御ロジック７１０は続いて、マルチモードＬＣＤ７０６に第２のタイミン
グ制御信号７１４を出力することができる。いくつかの実施形態において、チップセット
７０２は、本明細書に説明されるようなマルチモードＬＣＤ７０６を含む、様々なタイプ
のＬＣＤディスプレイを駆動するために用いることができる標準チップセットとすること
ができるが、これには限定されない。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、ドライバＩＣ７０４はチップセット７０２とマルチモー
ドＬＣＤ７０６の間に配置され、様々な動作モードでマルチモードＬＣＤを駆動するため
の特定のロジックを有することができる。第１のタイミング制御信号７１２は３０Ｈｚの
ような第１の周波数を有することができ、第２のタイミング制御信号７１４はマルチモー
ドＬＣＤの与えられた動作モードにおいて第１の周波数に関係する第２の周波数を有する
ことができる。いくつかの実施形態において、第２の周波数は反射モードにおいて第１の
周波数の１/２であるように設定または制御することができる。この結果、マルチモード
ＬＣＤ７０６で受け取られる第２のタイミング制御信号７１４は、同じモードにある標準
ＬＣＤディスプレイに対する周波数より低い周波数の信号とすることができる。いくつか
の実施形態において、第２の周波数は、マルチモードＬＣＤ７０６の動作モードに依存し
て第１の周波数と異なる関係を有するように、タイミング制御ロジック７１０によって調
整される。例えば、色透過モードにおいて、第２の周波数は第１の周波数と同じとするこ
とができる。いくつかの実施形態において、タイミング制御ロジック７１０からのタイミ
ング制御信号７１４は、１０Ｈｚ及び３００Ｈｚを含む、１０Ｈｚ～３００Ｈｚの範囲の
周波数の信号とすることができる。
【００５２】
　６.拡張及び変形
　本発明の好ましい実施形態を示し、説明したが、本発明がそれらの実施形態だけに限定
されないことは明らかであろう。当業者には、特許請求の範囲に述べられるような、本発
明の精神及び範囲を逸脱しない、数多くの改変、変更、変形、置換及び等価物が明らかで
あろう。
【符号の説明】
【００５３】
　１００　　ＬＣＤピクセル
　１０２　　光源
　１０４　　液晶材料
　１０６　　ピクセル電極層
　１０８　　共通電極層
　１１０　　反射領域
　１１２　　透過領域
　１１４，１１６　　基板層
　１１８ａ，１１８ｂ　　スペーサ
　１２０，１２２　　偏光子
　１２４　　周囲光
　１２６　　光源からの光
　１３０　　ドライバ回路
　１４０　　タイミングコントローラ
　１５０，１６０　　反射層
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　２１４，２４８，２１６，２２０　　コンデンサ
　３１０，３１２　　トランジスタ
　４００　　ラッチ付ピクセル駆動回路
　４０２　　信号
　４０４，４０６　　回路列
　４０８　　透過スイッチング素子
　４１０　　反射スイッチング素子
　４２０，４２２　　回路行
　４３０　　透過ラッチセクション
　４３２　　反射ラッチセクション
　５１０，６１０　　ＬＣＤ
　５１２　　周囲光源
　７０２　　チップセット
　７０４　　ＬＣＤドライバＩＣ
　７０６　　マルチモードＬＣＤ
　７０８　　ＣＰＵ
　７１０　　タイミング制御ロジック
　７１２，７１４　　タイミング制御信号

【図１】 【図２】
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